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千葉県・流域市町村の決意
～印旛沼・流域再生に向けて～



　2010（平成 22）年 2月 4日、佐倉市民音楽ホールで第 7回印旛沼再生行動大会が開催されま
した。千葉県知事及び流域 15 市町村長は、印旛沼・流域の健全な水循環系を再生し、次世代の
子どもたちに継承するため、ともに行動していくことを宣言し、「印旛沼再生宣言書」に署名し
ました。

印旛村・本埜村は 2010 年３月に印西市と合併
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印旛村・本埜村は2010年３月に印西市と合併

 

流域の市街地

流域の台地・谷津
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※「市街地」とは商業・工業地
域や、高層住宅やビル等の建
物が密集した地域、「宅地」
とは一軒家や低層住宅の地域

数値地図 5000（土地利用）
           国土地理院 2000 年をベースに作成

印旛村・本埜村は 2010 年３月に印西市と合併
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流域の湧水台地に枝状に入り組んだ谷津（高崎川）

（「佐倉市自然環境調査報告書　2000年3月」より引用、加筆修正）

瀧（酒々井市伊篠新田）

寒風（佐倉市寒風）

高崎高崎高崎高高高高高崎川崎川崎川崎崎崎崎高崎高高崎崎崎崎
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工業用水
（JFE）
14%

水道用水
13%

工業用水
（五井姉崎地区

36%

農業用水
24%

工業用水
（千葉地区）

13%

年平均
2億5400万m3

県水道用水の給水区域

印旛沼の水利用
（2004 ～ 2008 年平均）

印旛沼の水は、柏井浄水場で
浄水処理され、利根川からの
水とブレンドされて千葉市等
に供給されています。

印旛取水場

柏井浄水場

かつて（開発前）と今の印旛沼のかたち（独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所
のデータを元に作成）

（出典：千葉県水道局事業概要図，千葉県水道局）

開発前の印旛沼
（1945（昭和 20）年頃）
沼面積：約 26km2

沼周囲：約 62km
沼の幅：約 4km（北沼）

開発後の印旛沼
沼面積：約 12km2

沼周囲：約 26km
沼の幅：約 3km（北沼）

印旛村・本埜村は 2010 年３月に印西市と合併
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水田地帯（成田市八代地先） 漁業のようす

谷津田と斜面林（佐倉市米戸沢）
サワガニ

（出典：印旛沼ものがたり－あの日あのとき－，水資源開発公団千葉用水総合事業所）

カタクリ
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結縁寺周辺の谷津地域

佐倉ふるさと広場（チューリップ祭） 遊覧船（屋形船）
（出典：印旛沼ものがたり－あの日あのとき－，水資源開発公団千葉用水総合事業所）
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土地利用の変化

印旛沼流域の年間水収支の変化

（数値地図 5000（土地利用）国土地理院 2000 年をベースに作成）

（降雨量は 2003 年のデータを使用）（降雨量は 2003 年のデータを使用）

（国土地理院　地形図（1/25000）、航空写真を元に作成）
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印旛沼、河川の水質状況（2008（平成 20）年度平均値）

出典

流域人口、下水道処理人口、汚濁負荷量
：千葉県データ
　（流域人口、下水道処理人口、水洗化人口
及び汚濁負荷量には、湖沼水質保全特別
措置法で定められた指定地域内に陸域の
ない栄町は含まれていません。）

湖沼水質 COD
　：公共用水域水質データ　年間平均値
　　（西印旛沼＝上水道取水口下地点
　　  北印旛沼＝北印旛沼中央地点）

水生植物種類数
　：笠井氏らの調査による、
　　「千葉県の自然誌　本編 5」を基に作成

出典：千葉県、市町測定データ
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印旛沼の水質変化
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埋め立てられている谷津

生活排水処理形態の内訳

自家処理
0.0%

し尿処理場利用
5.1%

単独処理浄化槽
6.4%

高度処理型
合併処理浄化槽

0.6%

通常型合併処理
浄化槽
10.9%

農業集落
排水処理
0.6%

下水道接続
76.4%

出典：千葉県データ　　　　　　　　　　　
（流域人口、下水道処理人口、水洗化人口及び汚濁負荷量には、
湖沼水質保全特別措置法で定められた指定地域内に陸域のない
栄町は含まれていません。）
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コンクリート化された水路

繁茂するナガエツルノゲイトウ

水位
変動

沼岸に限られる水生植物

外来種の増加

外来種の増加

湿潤状態に応じた水生植物(エコトーン)
生態基盤として機能した水田

多種多様な在来魚類

矢板

畑

畑

コンクリート
水路

湧水

湧水

水田（湿田）

水田

水田生物の減少

湧水の減少

谷津・里山の開発

築堤

低地排水路

水生植物の減少

エコトーン減少による水生生物の生息環境の単純化

適切に管理
された里山

過去の平均水位

平均水深1.7m
水位変動小

平均水深1.0m
水位変動大

土水路

ギンブナ

モツゴ
タナゴ

ガガブタ

ササバモ

メダカ

チュウサギ

ヨシ

イタチ

タヌキ

トンボ類

カエル

オオタカ

ヒメガマ

ウナギ

ギンブナ

モツゴ

ヨシ
マコモ

トンボ類 ウシガエル

ナガエツルノ
ゲイトウ

ブラックバス ブルーギル

カミツキガメ

≪過去：昭和 30 年代≫

≪現　　在≫

生態系の変化



11

川で遊ぶ子どもたち
（1965（昭和 40）年頃）

1991（平成 3）年 9月の台風
による洪水（京成佐倉駅前）

麻賀多神社の夏の例祭

（出典　左写真：千葉県立中央博物館所蔵　故・林辰雄氏撮影）
（出典　右写真：写真集　佐倉・四街道の昭和史―子らに語りつぐふるさとの歴史，安藤　操　久保木　良　地域文化研究協議会【編】）

1941（昭和 16）年洪水時の奈良戸水門
（出典：印旛沼ものがたり－あの日あのとき－，水資源開発公団千葉用水総合事業所）
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高度浄水処理の仕組み（柏井浄水場）

（出典：千葉県水道局資料）

前新田浄水場での浄水フロー

1977（昭和 52）年の植生分布状況

（笠井氏らの調査による、「千葉県の自然
誌　本編 5」を基に作成）
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関係者が一堂に会する健全化会議委員会 住民と行政がわいわい意見交換する
印旛沼わいわい会議
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5km00 5km

これまでのわいわい会議開催箇所

分科会でわいわい意見を出し合います 2007 年度からは、意見を提言として
まとめ、健全化会議に渡しています

印旛村・本埜村は 2010 年３月に印西市と合併
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健全化計画及び行動計画の計画期間

平
成
16
年
度

平
成
21
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
33
年
度

平
成
32
年
度

平
成
38
年
度

平
成
37
年
度

平
成
42
年
度

行動計画策定時及び必要に応じて見直し

第１期 第２期 第３期 第４期

緊急
行動計画

（
２
０
０
４
年
度
）

（
２
０
０
９
年
度
）

（
２
０
１
５
年
度
）

（
２
０
１
６
年
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）
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２
０
２
０
年
度
）
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２
０
２
１
年
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）

（
２
０
２
５
年
度
）

（
２
０
２
６
年
度
）

（
２
０
３
０
年
度
）
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将　　来

【陸側】 【水際】

現　　在

【沼の中】

上
位
種

下
位
種

【陸側】 【水際】

過　　去

【沼の中】

上
位
種

下
位
種

在来生物を保全・再生するとともに
外来生物を抑制し、過去の姿に近い、
多様で豊かな生態系を目指します。
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具体的な取組は、

期ごとにその時の

社会動向や地域の

ニーズ等に応じて、

各行動計画において

設定

目　標

雨水の貯留・浸透機能を保全・再生します

湧水と地下水を保全します

家庭から出る水の汚れを減らします

環境にやさしい農業を推進します

環境への負荷の少ない産業活動を
推進します

川や沼の水環境を改善します

ふるさとの生き物をはぐくみます

水害からまちや交通機関を守ります

水辺を活かした地域づくりを推進します

分
野
間
の
取
組
を

推
進
す
る
テ
ー
マ

共感を広げ、多様な主体との
連携・協働を推進します

取組を推進する仕組み・制度の検討や
調査・研究を推進します

※5つの目標とテーマは、特に関係の深いものの対応を示しています。

テーマ 具体的な取組

環境学習を活発にします
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「みためし※」による計画推進

※みためし（見試し）：経験を積み重ねて、試行錯誤を繰り返しながら確立していくこと
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印旛村・本埜村は2010年３月に印西市と合併

印旛沼の 6者連携
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　　　　　                http://inba-numa.com/







資‐1

目標年次
緊急行動計画:2010年
　　（平成22年）
健全化計画:2030年
　　（平成42年）

2009 年度

2003 年度

2001 年度

印旛沼流域の水循環健全化
目標 : 恵みの沼をふたたび

○良質な飲み水の源、印旛沼・流域
○ふるさとの生き物はぐくむ印旛沼・流域
○人が集い、人と共生する印旛沼・流域

○遊び、泳げる印旛沼・流域
○大雨でも安心できる印旛沼・流域

行
動
計
画
策
定
期
間

行
動
計
画
み
た
め
し
期
間

計
画
実
行
期
間

①水質問題の専門的な
議論
②水質改善対策（河川
事業）の立案

③主な検討対策：植生
帯整備（植生再生）、
水位低下・変動 等

緊急行動計画の策定　2004（平成 16）年 2月

印旛沼流域水循環健全化計画策定

流域全体での行動・対策実行

印旛沼流域水循環健全化会議
学識者、市民団体、利水関係者、流域市町村、千葉県、国

水質改善
技術検討会

水質改善対策  河川
事業計画の作成
（河川管理者の実行
施策）

計画の実行と展開

みためし行動

①様々な主体の行動の
企画・調整
②施策進捗状況の確認
③行動計画目標達成状
況の確認
④健全化計画の策定に
向けた議論

わいわい会議 健全化会議

こ
れ
ま
で

課
題
と
展
開

達
成
目
標

みためし行動実践：
浸透対策、生活排水対策、
農地対策等をモデル地域
で集中実施

行動の継続と展開：
①みためし行動の継続
②市町村によるみためし
行動の展開

③みためし地域から流域
全体への展開

市民・行政の自立的
な取組の促進

8回開催：
主要な河川単位で開催し
活発な意見交換を図る

会議継続開催：
地元の市民主体の会議へ
の移行

・市民の意見・提案の計
画への反映

・流域全体への計画行
動の周知・展開

健全化計画策定
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日時 会議

2001 年度
（H13）

10月  18 日
12 月 26日
  1 月 28 日
  2 月 25 日

第 1回　全体会議（委員会、水環境部会、治水部会、合同開催）
　第 2回　治水部会
　第 2回　水環境部会
第 2回　委員会　　　　

2002 年度
（H14）

  4 月 26 日
  7 月 31 日
10月   7 日
10 月   7 日
10 月 16日
10月 25日
  1 月 21 日
  2 月   7 日
  3 月   3 日

第 3回　水環境部会
よみがえれ印旛沼　県民大会
市民団体意見交換会
第 1回　行政担当者会議
第 4回　水環境部会

第 3回　委員会
第 2回　行政担当者会議
第 5回　水環境部会・第 3回　治水部会　合同部会

第 4回　委員会

2003 年度
（H15）

  5 月 21 日
  6 月   5 日
  7 月 14 日
  8 月 29 日
  9 月 17 日
11月 19日
12月 16日
12月 22日
12月 24日
  1 月 16 日
  2 月   3 日

第 6回　水環境部会・第 4回　治水部会　合同部会
第 1回　市民団体・土地改良区・漁業協同組合意見交換会
第 3回　行政担当者会議
第 2回　市民団体・土地改良区・漁業協同組合意見交換会
第 1回　学識者会議
第 4回　行政担当者会議
第 3回　市民団体・土地改良区・漁業協同組合意見交換会
第 2回　学識者会議
第 7回　水環境部会・第 5回　治水部会　合同部会

第 5回　委員会（印旛沼流域水循環健全化緊急行動計画策定）
第 1回　印旛沼再生行動大会

2004 年度
（H16）

  6 月 25 日
  6 月 29 日
  8 月   2 日
11 月 10日
12月 19日
  1 月 20 日
  3 月 16 日

第 8回　水環境部会・第 6回　治水部会　合同部会
第 6回　委員会
第 5回　行政担当者会議

市民・NPO意見交換会
第 7回　委員会
第 2回　印旛沼再生行動大会
第 1回　専門家勉強会

2005 年度
（H17）

  4 月 11 日
  6 月 14 日
  6 月 22 日
  7 月 11 日
10月 25日
11月    5 日
11 月 14日
11月 21日
12月 15日
12月 22日
  2 月   7 日
  2 月 10,11 日
  3 月 24 日

第 6回　行政担当者会議
第 7回　行政担当者会議
第 9回　水環境部会・第 7回　治水部会　合同部会

第 8回　委員会
印旛沼わいわい会議 in やちまた
印旛沼わいわい会議 in やちよ
第 2回　専門家勉強会
第 8回　行政担当者会議
第 10回　水環境部会・第 8回　治水部会　合同部会

第 9回　委員会
第 3回　専門家勉強会

第 3回　印旛沼再生行動大会
第 4回　専門家勉強会
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日　　時 会　　議

2006 年度
（H18）

  6 月 19 日
  7 月 19 日
  7 月 28 日
  9 月 12 日
10月 27日
10月 31日
11月   9 日
11 月 14日
12月 14日
12月 15日
12月 20日
  1 月 15 日
  2 月 9,10 日
  2 月 15 日
  3 月 16 日
  3 月 22 日

第 9回　行政担当者会議
第 11回　水環境部会・第 9回　治水部会　合同部会

第 10 回　委員会
第 5回　専門家勉強会

印旛沼わいわい会議 in ふなばし
第 6回　専門家勉強会

印旛沼わいわい会議 in なりた
第 10回　行政担当者会議
第 7回　専門家勉強会
第 11回　行政担当者会議
第 12回　水環境部会・第 10回　治水部会　合同部会

第 11 回　委員会
第 4回　印旛沼再生行動大会
第 12回　行政担当者会議
第 8回　専門家勉強会
第 13回　行政担当者会議

2007 年度
（H19）

  4 月 16 日
  5 月 15 日
  6 月   1 日
  6 月   8 日
  6 月 27 日
  7 月 20 日
  8 月   3 日
  9 月   6 日
11 月   6 日
11 月 19日
11月 25日
12月 13日
12月 21日
  2 月 22,23 日
  3 月 12 日

第 14回　行政担当者会議
第 15回　行政担当者会議
第 13回　水環境部会・第 11回　治水部会　合同部会

第 12 回　委員会
第 16回　行政担当者会議
第 9回　専門家会議
第 17回　行政担当者会議
第 10回　専門家会議
第 18回　行政担当者会議
第 11回　専門家会議

印旛沼わいわい会議 in ちば
第 14回　水環境部会・第 12回　治水部会　合同部会

第 13 回　委員会
第 5回　印旛沼再生行動大会
第 12回　専門家会議

2008 年度
（H20）

  4 月 11 日
  5 月 22 日
  6 月   6 日
  6 月 13 日
  9 月 11 日
10月 14日
11月 16日
  2 月 12 日
  2 月 18 日
  2 月 27 日
  3 月   6 日

第 19回　行政担当者会議
第 20回　行政担当者会議
第 15回　水環境部会・第 13回　治水部会　合同部会

第 14 回　委員会
第 13回　専門家会議
第 14回　専門家会議

印旛沼わいわい会議 in いんざい
第 15回　専門家会議
第 21回　行政担当者会議

第 15 回　委員会
第 6回　印旛沼再生行動大会

2009 年度
（H21）

  4 月 13 日
  5 月 15 日
  6 月 10 日
  9 月   2 日
  9 月   8 日
  9 月 16 日
10月 17日
11月 17日
11月 27日
12月   2 日
12 月 21日
  1 月   7 日
  2 月 4,7 日

第 22回　行政担当者会議
第 23回　行政担当者会議
第 16回　専門家会議
第 17回　専門家会議
第 16回　水環境部会・第 14回　治水部会　合同部会

第 16 回　委員会
印旛沼わいわい会議 in しすい
　第 18回　専門家会議
　第 24回　行政担当者会議
　第 19回　専門家会議
　第 17回　水環境部会・第 15回　治水部会　合同部会
第 17 回　委員会
第 7回　印旛沼再生行動大会
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氏名 所属・職名
委員長 虫明　功臣 東京大学　名誉教授
委員

（学識者）
味埜　俊 東京大学大学院　教授
藤井　國博 東京農業大学　教授　（2007 年 1月まで）
山田　正 中央大学　教授

中村　俊彦
千葉県立中央博物館　副館長
（県環境生活部自然保護課生物多様性センター　副技監）

原　慶太郎 東京情報大学　教授
堀田　和弘 増田学園　常務理事
吉谷　純一 独立行政法人土木研究所　上席研究員　（2007 年 1月まで）
深見　和彦 独立行政法人土木研究所　上席研究員
白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）　（2004 年 1月まで）
本橋　敬之助 財団法人印旛沼環境基金　水質研究員

委員
（水利用者）

富井　徳松 印旛沼土地改良区　理事長　（2001 年 10月まで）
清水　豊勝 印旛沼土地改良区　理事長
椿　長雄 印旛沼漁業協同組合長　（2009 年 2月まで）
清宮　光雄 印旛沼漁業協同組合長

委員
（市民団体）

太田　勲 ＮＰＯ印旛沼広域環境研究会　理事長
金山　英二 佐倉印旛沼ネットワーカーの会　代表幹事（2009 年 2月まで）
堀川　武 佐倉印旛沼ネットワーカーの会　代表幹事
高柳　正弘 印旛野菜いかだの会　企画運営部会長（2002 年 10月まで）
美島　康男 ＮＰＯ印旛野菜いかだの会　理事長

委員
（行政等）

 

松井　健一 国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所長
上潟口　芳隆 農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所長
福島　玲 独立行政法人水資源機構千葉用水総合管理所長
丸山　公太郎 県総合企画部　次長
石田　晶久 県総合企画部　参事
和田　紀夫 県環境生活部　次長
日暮　規夫 県農林水産部　次長
中村　隆史 県農林水産部　水産局長
増岡　洋一 県県土整備部　次長
小山　良己 県県土整備部　技監
安藤　孝房 県水道局技術部　次長
飯田　博 県企業庁工業用水部　次長
佐伯　明 県教育庁教育振興部　次長
宍倉　輝雄 千葉市　環境保全部長
湯浅　勇 船橋市　下水道部長
中村　壽孝 成田市　土木部長
宮崎　友一 佐倉市　土木部長
小杉　富康 八千代市　都市整備部長
野中　芳勝 鎌ケ谷市　都市建設部長
佐藤　満 四街道市　建設水道部長
森井　辰夫 八街市　経済環境部長
徳島　文男 印西市　都市建設部長
吉田　泰和 白井市　環境建設部長
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委員
（行政等）

池田　光一 富里市　都市建設部長
神保　弘之 酒々井町　経済建設担当参事
石井　武雄 印旛村　産業福祉担当参事
鳩貝　光洋 本埜村　経済建設課長
小出　善章 栄町　建設課長

オブザーバー 菖浦　淳 国土交通省河川局河川環境課　流水管理室長
高橋　克和 国土交通省関東地方整備局河川部　河川環境課長
宮崎　悟 国土交通省関東地方整備局河川部　地域河川課長
久保田　一 財団法人河川環境管理財団　研究第二部長

※行政以降は 2009 年 9月時点を掲載

氏名 所属・職名
部会長 荒木　博美 県県土整備部　河川整備課長
部会員 深沢　正彦 国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所　副所長

小林　孝至 農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所　計画課長
井崎　靖 水資源機構千葉用水総合管理所　管理課長
大野　二三男 県県土整備部　河川環境課長
金澤　和信 県千葉地域整備センター所長
鯉渕　彰 県葛南地域整備センター所長
大道　等 県東葛飾地域整備センター所長
宮内　常吉 県印旛地域整備センター所長
武藤　卓男 県印旛地域整備センター成田整備事務所長
鈴木　大作 県農林水産部　耕地課長
原　昭一 船橋市　下水道部河川整備課長
今泉　彰夫 成田市　土木部土木課長
中村　栄 佐倉市　土木部下水道課長
森田　陽一 八千代市　都市整備部土木建設課長
高地　健司 鎌ケ谷市　都市建設部副参事兼道路河川建設課長
長谷川　昭二 四街道市　建設水道部下水道課長
勝股　利夫 八街市　建設部道路河川課長
高橋　政雄 印西市　都市建設部土木管理課長
内藤　健作 白井市　環境建設部建設課長
篠原　眞司 富里市　都市建設部参事兼建設課長
布施　秀夫 酒々井町　まちづくり課長
須藤　賢一 印旛村　都市建設課長
鳩貝　光洋 本埜村　経済建設課長
小出　善章 栄町　建設課長
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氏名 所属・職名
部会長 松澤　均 県環境生活部　水質保全課長
部会員 深沢　正彦 国土交通省関東地方整備局利根川下流河川事務所　副所長

小林　孝至 農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所　計画課長
遠山　誠一 県総合企画部　地域づくり推進課長
小倉　明 県総合企画部　水政課長
渡邉　吉郎 県環境生活部　自然保護課長
田谷　徹郎 県環境生活部　資源循環推進課長
戸部　知子 県環境生活部　NPO活動推進課長
岩舘　和彦 県農林水産部　農林水産政策課長
伊藤　靖雄 県農林水産部　安全農業推進課長
鈴木　大作 県農林水産部　耕地課長
木林　浩司 県農林水産部　農村振興課長
花澤　信幸 県農林水産部　畜産課長
山崎　英夫 県農林水産部　水産局漁業資源課長
金谷　隆司 県県土整備部　道路計画課長
安室　和宏 県県土整備部　道路環境課長
荒木　博美 県県土整備部　河川整備課長
大野　二三男 県県土整備部　河川環境課長
松重　達則 県県土整備部　下水道課長
色部　剛史 県県土整備部　建築指導課長
友光　賢治 県水道局技術部　計画課長
幡谷　繁 県水道局技術部　浄水課長
田丸　義昭 県企業庁　工業用水部施設課長
髙岡　正幸 県教育庁　教育振興部指導課長
宮崎　仁志 県教育庁　北総教育事務所長
金澤　和信 県千葉地域整備センター所長
宮内　常吉 県印旛地域整備センター所長
渡邉　芳敏 県北千葉道路建設事務所長
山端　輝一 県印旛農林振興センター所長
千代　慎一 県環境研究センター長
鈴木　和良 県水産総合研究センター内水面水産研究所長
奥村　和正 千葉市　環境保全部環境保全推進課長
西岡　孝雄 船橋市　環境部環境保全課長
桑原　清彦 成田市　環境部環境計画課長
渡辺　尚明 佐倉市　経済環境部環境保全課長
関　和則 八千代市　安全環境部環境保全課長
右京　信治 鎌ケ谷市　市民生活部環境課長
加藤　忠典 四街道市　環境経済部環境政策課長
中根　一訓 八街市　経済環境部環境課長
玉野　辰弘 印西市　市民経済部生活環境課長
川村　明 白井市　環境建設部環境課長
高橋　恒夫 富里市　経済環境部環境課長
福田　和弘 酒々井町　生活環境課長
大野　忠行 印旛村　環境課長
鳩貝　光洋 本埜村　経済建設課長
小島　満 栄町　環境課長
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氏名 所属・職名
座長 堀田　和弘 増田学園　常務理事
委員 白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）　（2008 年 3月まで）

中村　俊彦 千葉県立中央博物館　副館長
（県環境生活部自然保護課生物多様性センター　副技監）

原　慶太郎 東京情報大学環境情報学科　教授
本橋　敬之助 財団法人印旛沼環境基金　水質研究員
二瓶　泰雄 東京理科大学理工学部土木工学科　准教授
小倉　久子 県環境研究センター水質環境研究室長

氏名 所属・職名
座長 堀田　和弘 増田学園　常務理事

検討メンバー 白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）　（2008 年 3月まで）
今橋　正征 東邦大学名誉教授・NPO水環境研究所　（2007 年 3月まで）
中村　圭三 敬愛大学国際学部　教授
二瓶　泰雄 東京理科大学理工学部土木工学科　准教授
宮沢　博 NPO法人雨水流出抑制技術協会
酒井　豊 県環境研究センター水質地質部地質環境研究室長
小倉　久子 県環境研究センター水質地質部水質環境研究室長
小川　かほる 県環境研究センター総務企画情報課　主席研究員
平間　幸雄 県環境研究センター水質地質部水質環境研究室　主席研究員
菅谷　光顯 佐倉市　井野町一区長（地域住民）
清宮　勝弘 佐倉市　経済環境部環境保全課　主査
豊田　正和 佐倉市　土木部下水道課　主査
伊藤　通章 県県土整備部道路環境課　道路維持・交通安全施設室　副主査
佐野　成寿 県印旛地域整備センター調整課　主査
出井　健次 県印旛地域整備センター建設課　副主査
篠原　清志 県印旛地域整備センター建設課　技師
島田　哲郎 県印旛地域整備センター成田整備事務所調整課　副主幹

氏名 所属・職名
委員 堀田　和弘 増田学園　常務理事

白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）
今橋　正征 東邦大学名誉教授・NPO水環境研究所
小倉　久子 県環境研究センター水質環境研究室長
藤村　葉子 県環境研究センター水質環境研究室　主席研究員
篠原　育男 佐倉市　環境政策課

1

氏名 所属・職名
委員 小倉　久子 県環境研究センター水質環境研究室長

藤村　葉子 県環境研究センター水質環境研究室　主席研究員
松原　順一 県農林水産部農村振興課農村環境保全室　副主幹
樋山　恒志 県県土整備部下水道課企画調整室　副主査
横山　智子 県環境生活部水質保全課水質指導室　技師

2
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氏名 所属・職名
座長 仲野　隆三 JA富里市　常務理事

白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）　（2008 年 3月まで）
委員 堀田　和弘 増田学園　常務理事

金親　博榮 谷当グリーンクラブ　代表
相川　康行 JA富里市　営農指導室　係長
三橋　賢治 富里市　産業経済課　主幹
木村　真琴 県農林水産部農林水産政策課政策室　副主査
竹内　敬行 県農林水産部担い手支援課普及指導室　主席普及指導員
千葉　浩克 県農林水産部担い手支援課技術振興室　主任技師
清宮　宏貞 県農林水産部安全農業推進課食育・環境農業室　主任技師
楠田　隆 県環境研究センター水質地質部地質環境研究室　上席研究員
内田　重夫 県印旛農林振興センター地域振興部改良普及課　グループリーダー
真行寺　孝 県農林総合研究センター生産環境部環境機能研究室　室長
八槇　敦 県農林総合研究センター生産環境部環境機能研究室　主席研究員
佐野　成寿 県印旛地域整備センター調整課　主査
島田　哲郎 県印旛地域整備センター成田整備事務所調整課　副主幹

氏名 所属・職名
座長 堀田　和弘 増田学園　常務理事
委員 白鳥　孝治 印旛沼専門家（前 印旛沼環境基金）　（2008 年 3月まで）

今橋　正征 東邦大学名誉教授・NPO水環境研究所　（2007 年 3月まで）
綿貫　沢 印旛村教育委員会　教科指導員
内田　儀久 佐倉市教育委員会文化課長
小芝　一臣 県教育庁教育振興部指導課　指導主事
森　成雄 白井市立七次台中学校長　（2007 年 3月まで）
岩井　睦 成田市立成田中学校長
青柳　伸二 県教育庁北総教育事務所　指導主事
山本　としこ 作画家
桑波田　和子 NPO八千代オイコス　理事
小倉　久子 県環境研究センター水質環境研究室長
小川　かほる 県環境研究センター総務企画情報課　主席研究員

協力校 成田市立公津小学校（2005、2006 年）
佐倉市立王子台小学校（2005、2006 年）
印旛村立六合小学校（2005、2006 年）
佐倉市立志津小学校（2007 年）
佐倉市立千代田小学校（2007 年）
印旛村立宗像小学校（2007、2008 年）
佐倉市立印南小学校（2008 年）
佐倉市立井野中学校（2008 年）
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専門家 林　紀男 千葉県立中央博物館

横林　庸介 千葉県立中央博物館
堀田　和弘 増田学園　常務理事

協力校 千葉市立更科中学校（2006 年）
成田市立橋賀台小学校（2007 年）
印旛村立いには野小学校（2008 年）
白井市立白井第一小学校（2009 年）

氏名 所属・職名
隊員

中村　俊彦 千葉県立中央博物館　副館長
（県環境生活部自然保護課生物多様性センター　副技監）

林　紀男 千葉県立中央博物館
倉西　良一 千葉県立中央博物館
桑原　和之 千葉県立中央博物館
小倉　久子 県環境研究センター水質環境研究室長
金子　文宜 県農林水産部農林水産政策課　副技監
高橋　修 印旛沼土地改良区（水土里ネット印旛沼）　総務課長
向後　弥生 県印旛農林振興センター地域振興部改良普及課　上席普及指導員
神　伴之 千葉県立中央博物館友の会
長谷川　雅美 東邦大学理学部　教授
田中　正彦 犢橋高校　教諭
金子　是久 北総生き物研究会
三門　増雄 地主
加藤　賢三 環境パートナーシップちば　代表
桑波田　和子 八千代オイコス　理事
荒尾　繁志 ちば市ネイチャーゲームの会
小高　純子 耕さない田んぼの会
平井　幸男 耕さない田んぼの会
宮部　恵子 耕さない田んぼの会
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氏名 所属・職名
座長 本橋　敬之助 財団法人印旛沼環境基金　水質研究員
委員 堀田　和弘 増田学園　常務理事
NPO 金山　英二 佐倉印旛沼ネットワーカーの会　代表

加藤　賢三 環境パートナーシップちば　代表
小野　由美子 さくら・人と自然をつなぐ仲間
岩波　初美 とんぼエコオフィス

企業 佐藤　司 東京電力株式会社千葉支店　環境担当　副部長
片山　雄一 千葉銀行　経営企画部　マネージャー

関係機関 田村　俊秋 独立行政法人水資源機構　千葉用水総合事業所
高橋　修 印旛沼土地改良区　総務課長
松崎　和貴 財団法人印旛沼環境基金
岩竹　一哉 財団法人印旛沼環境基金
吉田　明彦 千葉県　環境生活部NPO活動推進課　主査

アドバイザー 吉野　英夫 千葉工業用水道事務所長
行政

（流域市町村）
武蔵　沙織 千葉市　環境局環境保全部環境保全推進課　技師
吉野　成重 船橋市　市民生活部自治振興課　係長
森田　知美 船橋市　市民生活部自治振興課　主任主事
金子　政雄 船橋市　環境部クリーン推進課　主任技師
吉田　英雄 船橋市　環境部クリーン推進課　主任技師
野口　一 成田市　環境計画課　副主査
篠原　育男 佐倉市　経済環境部　環境政策課　副主幹
角田　静治 佐倉市　土木部土木課　副主幹　　　　　　　　　
蕨　茂美 八千代市　総務企画部総合企画課　主査
上　由紀恵 八千代市　環境保全課　技師
安井　克己 八千代市　都市整備部土木建設課　主査　
佐藤　淳也 八千代市　都市整備部土木建設課　主査補
高橋　敦郎 鎌ケ谷市　市民部環境課　主査補
湯浅　肇 鎌ケ谷市　土木部道路河川管理課　係長
石井　聡 四街道市　都市部道路管理課　係長
林田　利夫 四街道市　環境経済部環境政策課　係長
岡本　裕之 八街市　建設部道路河川課　主査
山本　伸夫 八街市　経済環境部生活環境課　副主幹
小名木　俊宏 印西市　市民経済部生活環境課　主任主事
中島　好洋 印西市　都市建設部建設課　主任主事
宇賀　慎一 白井市　環境課　主査補
宇賀　智晶 白井市　環境課　主任主事
上島　御 酒々井町　建設課　主幹
蓑毛　泰隆 酒々井町　生活環境課　副主幹
小別當　正儀 富里市　経済環境部環境課　副主幹
萩原　勉 富里市　都市建設部建設課　課長補佐
日暮　敏雄 印旛村　環境課　副主査
笛田　和人 印旛村　都市建設課　係長
武藤　秀敏 本埜村　経済建設課　主幹
鈴木　衛 栄町　環境課　副主査
関谷　武光 栄町　建設課　主任主事

行政
（県地域センター）

片岡　嘉雅 県千葉地域整備センター　調整課　副主幹
小熊　純平 県葛南地域整備センター　管理課　主事
西山　昌克 県東葛飾地域整備センター　調整課　副主査
日下　雄司 県東葛飾地域整備センター　管理課　主事
高山　信一 県印旛地域整備センター　調整課　副主査
平山　義一 県印旛地域整備センター成田整備事務所　維持管理課　副主幹
井上　清博 県印旛地域整備センター成田整備事務所　調整課　副主幹
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縣広子 酒々井すいすい倶楽部 ○
足立孝 酒々井里山フォーラム ○
荒尾繁志 ちば市ネイチャーゲームの会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
荒尾稔 日本雁を保護する会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
石井利夫 エコやちまた ○ ○
犬島正子 酒々井町郷土研究会　野草部 ○
岩波初美 とんぼエコオフィス ○ ○
植木隆典 酒々井里山フォーラム ○
上西忠 しろい環境塾 ○
遠藤博之 酒々井里山フォーラム ○
大川昌克 酒々井町湧き水保存会 ○
大沢博 酒々井町郷土研究会　野草部 ○
太田勲 印環連・印旛沼広域環境基金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大野廣 酒々井里山フォーラム ○
大森芙美哉 印旛沼を考える女性交流会 ○ ○ ○ ○ ○
柏木靖子 フレンドリープラザ運営協議会環境生活部 ○
加藤賢三 環境パートナーシップちば ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
金親博榮 谷当グリーンクラブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
木谷靖 カレッジコース 6期生 ○
鯨井真佐子 エコやちまた ○ ○
桑波田和子 八千代オイコス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子安祥子 酒々井町婦人会 ○ ○

小山尚子 北総里山クラブ事務局，北総エコの木事務局 
ごみと暮らしを考える会　代表 ○

渋谷啓 カレッジコース 7期生 ○
白鳥昭興 酒々井町湧き水保存会 ○
菅谷忠雄 酒々井すいすい倶楽部 ○

鈴木優子 千葉県環境学習アドバイザー 
下泉・森のサミット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹内順子 印西水と暮らしを守る会 ○
田草川澄子 酒々井町湧き水保存会 ○
富永太洋 酒々井町湧き水保存会 ○
根本久子 印西市婦人会 ○
長谷川雅美 東邦大学 ○
前田國廣 酒々井町湧き水保存会 ○
牧野昌子 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松永弘 酒々井里山フォーラム ○
松山悦子 里山の会 ECOMO ○ ○ ○
森清香 栄町廃棄物減量等推進審議会委員 ○ ○
薮内俊光 とんぼエコオフィス ○ ○ ○ ○ ○ ○
山口洪子 酒々井町婦人会 ○
山部佳子 ＮＰＯせっけんの街 ○
山野井美和子 NPO法人まちづくりサポートひと・まち倶楽部 ○
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委員長 虫明　功臣 福島大学理工学群共生システム理工学類　教授

委員
（学識者）

味埜　俊　 東京大学大学院新領域創成科学研究科　教授
山田　正 中央大学理工学部　教授
藤井　國博 東京農業大学　教授（2008 年 2月まで）
高村　義親 茨城大学農学部　名誉教授（2004 年 3月まで）
国包　章一 国立保健医療科学院　水道工学部長

高村　典子 独立行政法人国立環境研究所　環境リスク研究センター
生態系影響評価研究室長

菖蒲　淳 国土交通省河川局河川環境課　流域管理室長　
高橋　克和 国土交通省関東地方整備局　河川部河川環境課長
長野　拓朗 国土交通省関東地方整備局　河川部地域河川課長
松井　健一 国土交通省関東地方整備局　利根川下流河川事務所長
藤田　光一 国土技術政策総合研究所　河川環境研究室長
水草　浩一 国土技術政策総合研究所　河川研究部水資源研究室　主任研究官
天野　邦彦 独立行政法人土木研究所　水環境研究グループ　上席研究員
鈴木　穣 独立行政法人土木研究所　水環境研究グループ　上席研究員

深見　和彦 独立行政法人土木研究所　水災害・リスクマネジメント国際センター
水災害研究グループ　上席研究員

酒井　健寿 独立行政法人水資源機構　総合技術センター　マネージャー
福島　玲 独立行政法人水資源機構　千葉用水総合事業所長
酒井　憲司 （財）河川環境管理財団　技術参与

委員
（県）

増岡　洋一 千葉県県土整備部河川環境課　河川環境課長
和田　紀夫 千葉県環境生活部水質保全課　水質保全課長
寺井　賢一郎 千葉県環境研究センター長
石井　豊和 千葉県水道局技術部次長
鈴木　孝雄 千葉県水道局技術部浄水課長

オブザーバー

白鳥　孝治 印旛沼専門家（2008 年 2月まで）
堀田　和弘 学校法人増田学園　常務理事
本橋　敬之助 （財）印旛沼環境基金　水質研究員
中村　俊彦 千葉県立中央博物館　副館長
林　紀男 千葉県立中央博物館　環境科学研究科　上席研究員
原　慶太郎 東京情報大学　環境情報学科　教授（2008 年 2月まで）
川津　浩二 千葉県水産総合研究センター　内水面水産研究所　上席研究員

梶山　誠 千葉県水産総合研究センター　内水面水産研究所　上席研究員
（2005 年 10月まで）

西廣　淳 東京大学農学生命科学研究科　助手

春日　郁朗 東京大学大学院都市環境工学講座　大学院生（博士課程）
（2003 年 3月まで）
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（事務局長）
（治水部会長）
（水環境部会長）

大野　二三男 県県土整備部河川環境課長
荒木　博美 県県土整備部河川整備課長
松澤　均 県環境生活部水質保全課長
鶴岡　晴美 県県土整備部河川環境課　副課長兼河川環境室長
山口　浩 県県土整備部河川環境課　河川環境室副主幹
林　薫 県県土整備部河川環境課　河川環境室副主幹
椿原　保彦 県県土整備部河川環境課　河川環境室主査
御園生　一彦 県県土整備部河川環境課　河川環境室副主査
高原　和宏 県県土整備部河川環境課　河川環境室副主査
川瀬　俊寿 県県土整備部河川環境課　河川環境室主任技師
林　信明 県環境生活部水質保全課　湖沼浄化対策室長
千勝　邦彦 県環境生活部水質保全課　湖沼浄化対策室副主幹
パシフィックコンサルタンツ株式会社　河川部
　　　渡邊、前田、湯浅、上原、桐原、佐々木、高橋、東海林、佐藤
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湧水・河川調査
千葉市　鎌ケ谷市　印旛村

清　掃　活　動
四街道市　八街市
酒々井町　栄町

自然観察会・親水拠点整備
成田市　八千代市

EM活性液の配布

生活排水対策

印旛村

廃食油の回収
白井市

各戸貯留浸透施設の
普及促進

船橋市　佐倉市

高度処理型合併浄化槽の
普及・適正維持管理の促進
成田市　八街市　印西市

富里市　本埜村
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行動連携推進委員会

委員会

印旛沼
水質改善
技術検討会

市
民
活
動
・
企
業
連
携
Ｗ
Ｇ

学
び
Ｗ
Ｇ

生
態
系
Ｗ
Ｇ

水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｗ
Ｇ

農
業
Ｗ
Ｇ

生
活
排
水
Ｗ
Ｇ

浸
透
Ｗ
Ｇ

市
町
連
携
Ｗ
Ｇ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
選
考
委
員
会

環
境
体
験
フ
ェ
ア
検
討
委
員
会

水
草
再
生
Ｗ
Ｇ

水
質
改
善
工
法
検
討
Ｗ
Ｇ

印旛沼流域水循環健全化会議

行政部会

行政
担当者会議

支
流
域
ワ
ー
キ
ン
グ

連携 連携

連携



資‐24

印旛沼流域水循環健全化会議　委員名簿
氏　名 所属・職名

委員長 虫明　功臣 東京大学 名誉教授
委員

（学識者）
山田　正 中央大学 教授
中村　俊彦 元 県立中央博物館 副館長
原　慶太郎 東京情報大学 教授
飯田　俊彰 東京大学大学院 准教授
近藤　昭彦 千葉大学 教授
岩見　洋一 国立研究開発法人 土木研究所 上席研究員
本橋　敬之助 公益財団法人 印旛沼環境基金 上席研究員
小倉　久子 元 県 環境研究センター 水質環境研究室長
二瓶　泰雄 東京理科大学 教授
千代　慎一 元 県 環境研究センター長
仲野　隆三 一般社団法人 ＪＣ総研 協同組合研究部 客員研究員
長谷川　雅美 東邦大学 教授
古嶋　美文 佐倉市立佐倉小学校 校長
高村　典子 元 独立行政法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター長
松尾　和巳 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官

委員
（水利用者）

泉水　源衛 印旛沼土地改良区 理事長
小川　佳男 印旛沼漁業協同組合長

委員
（市民団体）

太田　勲 ＮＰＯ法人 印旛沼広域環境研究会 理事長
小島　以久男 佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事
金親　博榮 谷当グリーンクラブ 代表
横山　清美 環境パートナーシップちば アドバイザー

委員
（行政関係）

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所長
農林水産省 関東農政局 印旛沼二期農業水利事務所長
独立行政法人 水資源機構 千葉用水総合管理所長
県 総合企画部 次長
県 環境生活部 次長
県 農林水産部 次長
県 農林水産部 水産局長
県 県土整備部 次長
県 県土整備部 次長
県 水道局 水道部 次長
県 水道局 工業用水部 次長
県 教育庁 教育振興部 次長
千葉市 環境局 環境保全部長
船橋市 建設局 下水道部長
成田市 土木部長
佐倉市 土木部長
八千代市 都市整備部長
鎌ケ谷市 都市建設部長
四街道市 都市部長
八街市 経済環境部長
印西市 都市建設部長
白井市 環境建設部長
富里市 都市建設部長
酒々井町 まちづくり課長
栄町 建設課長
長門川水道企業団 水道課 課長

オブザーバー 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 流水管理室長
国土交通省 関東地方整備局 河川部 河川環境課長
国土交通省 関東地方整備局 河川部 地域河川課長
県 県土整備部 河川整備課長
県 千葉土木事務所長
県 葛南土木事務所長
県 東葛飾土木事務所長
県 印旛土木事務所長
県 成田土木事務所長
県 北千葉道路建設事務所長
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